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「瀬⼾市ICT戦略推進プラン・官⺠データ活⽤推進計画」 及び
「DX重点取組み事項」の進捗状況

（令和4年度 第1回瀬⼾市ICT活⽤・DX推進協議会 資料）

令和4年10月4日
瀬⼾市 経営戦略部 情報政策課

（※資料内記述で「R3」は令和3年度で3年4月1日〜4年3月31日の期間、
「R4」は令和4年度で4年4月1日〜5年3月31日の期間であり、

瀬⼾市役所における会計年度となります）
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ご報告内容
「瀬⼾市ICT戦略推進プラン・官⺠データ活用推進計画」
（令和2年3月策定、市HPで公開）

各取組みの進捗状況（令和3年度ぶん）
令和3年2月のR3第2回協議会で推進内容・進捗をご説明

各取組みの進捗状況（令和4年度上期ぶん）
今回10/4協議会でご報告

※うちDX重点取組み事項については次項の「令和4年度の瀬⼾市
DX重点取組み事項の推進トピックス」で詳細にご説明します。

◆メール受信登録者数︓8,059名
◆メール配信件数︓129件

・各取組み事項の指標値における実績と課題を中心に
ご報告します。
例）安全安心情報メール（危機管理課）
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︓指標達成済み
⼜は達成⾒込み

︓今年度取組みなし
⼜は取組み終了

︓指標達成度など
課題あり対策要

︓推進中
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令和4年度の
瀬⼾市DX重点取組み事項の推進トピックス

令和4年10月4日
瀬⼾市 経営戦略部 情報政策課

（令和4年度 第1回瀬⼾市ICT活⽤・DX推進協議会 資料）

（※資料内記述で「R3」は令和3年度で3年4月1日〜4年3月31日の期間、
「R4」は令和4年度で4年4月1日〜5年3月31日の期間であり、

瀬⼾市役所における会計年度となります）
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令和4年度
瀬⼾市DX
重点取組み
事項
ロードマップ

これは瀬⼾市がこれから
コンピューター・ネットワーク・
スマホ等のICTを有効に
活⽤して、より便利な市⺠
サービスの構築や、⾏政
事務の効率化をするための
取組みの計画表です。
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「ICT戦略推進プラン・官⺠データ活⽤推進計画」 と 「DX重点取組み事項」の関係

「瀬⼾市ICT戦略推進プラン・官⺠データ活用推進計画」
（令和2年3月策定、市HPで公開）

（取組み一覧）

・・・・・

国のDX計画（総務省） 愛知県のDX計画

＋α（追加）

・キャッシュレス
・庁内Wi-Fi
・テレワーク

など

「 瀬 ⼾ 市 D X 重 点 取 組 み 事 項 の ロ ー ド マ ッ プ 」
国・県のDX動向を勘案
しつつ、特にR3・R4年度に
重きを置いて推進する
事項および追加（補強）
の取組みの一覧です



R4
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令和3年度ロードマップ
との差異

R3
各施策が進展し
具現化
（イメージ図が実物に）

新たな補強
取り組み
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各重点取組みにおける
令和3年度の振り返りと4年度の推進状況
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【マイナポータルぴったりサービスの⼿続きの流れ】

・マイナポイント取得の申請手続きご希望の
市⺠の皆様には、本庁の専用窓口が
⼿続きのお⼿伝いをしています。
（令和4年度も継続⇒令和5年2月末迄を予定）

「マイナンバーカード」 があれば
マイナポイントの申請手続きすると・・・

カード新規取得 健康保険証ひも付け 公⾦受取口座登録

※ご本人がキャッシュレス決済
で買い物に使えるポイントが
受け取れる︕

マイナポイント取得のお手伝いの窓⼝は令和5年2月末まで継続運⽤
2月末

市役所本庁1F
（市⺠課前）

正面入口

マイナポイント

お手続きパソコンで行う手続きを

お手伝いします
（マルの場所。なお、混雑時は

お待ちいただきます）

・マイナンバーカードで市役所のいろいろな手続きをネットで⾏える「マイナポータルぴったり
サービス」の手続き種類を増やし、それらを庁内のシステムと接続して市⺠の皆様にとって
より便利にしてまいります。

市役所

現在︓印刷した申請書類を
市役所に持参し提出

各システム

今後︓データ連携
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【あいち電子申請・届出システムの活用例】
〜地域子ども会活動助成事業補助⾦〜

・このシステムは、市⺠や市職員が申請や調査
回答に使うもので、インターネットの画⾯で⼊⼒
するもので、利用に関するＱＡを実施しました。

電子申請・届出システム

市HP

・申請や調査の回答を受ける運営側は、ネット画⾯で申請／回答する「⼊⼒様式」
などの準備が必要となります。この作成方法を庁内の必要部署に⼿引書を用いて
説明し活⽤の拡大を図っています。

【保育園⾒学申し込み申請の作成に向けた学習会】（9月開催）

受付受付

【デジタル祭りの来場者体調チェック】（11/13）

来場者

【税務課による家屋調査依頼】（6月〜）

（参考）R4上期のシステム利⽤状況︓既登録のうち406様式が運⽤実績があり、申請（回答）された総数は13,303件で
うち上位はコロナワクチン申込2,318、職員セキュリティ点検728、市⻑へのメッセージ560、瀬⼾市計画評価アンケート506件



・コンビニで取得できる証明書は、それまでの
住⺠票と印鑑登録証明書に加えて、⼾籍関係

（全部・一部事項、附票）と所得課税証明書を
追加しました。
【証明書種類の拡大と活用をお知らせ（広報せとR3.6.1号）】

・本庁1Fの市⺠課前にもコンビニと同じ
マルチコピー機を設置し、10月より証明書
の取得が可能となっています。
これにより、対象の証明書に限られますが、
市役所にご来訪いただいても、当機のご利⽤
でお受け取りの待ち
時間が短くなります。

市役所本庁1F
（市⺠課前）

正面入口

【広報せとR3.6.1号】

【マイナンバーカードによるコンビニの証明書取得数】

※R4は8月末
までの実績

↓

・マイナンバーカードによる
コンビニでの証明書取得は
瀬⼾市では平成27年
（2015）からはじまり
ました。
昨年度の証明書類の
追加も含めて発⾏数の
推移は右のように年々
増加しています。
さらなる利⽤拡大に向け
PRなどを推進します。
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・市⺠課と税務課窓⼝での各種証明書の取得に
キャッシュレス支払いができるようになりました（3月）。

【利用できるキャッシュレス方法（ブランド）】（30種類）

・キャッシュレス支払いは上記の30種類の方法で
ご利⽤いただけます。

・現在、市の体育館や文化センター
などの施設の利⽤料⾦の支払いは、
キャッシュレスに対応していないため、
利⽤前に窓⼝にて現⾦で支払います。
施設予約システムに将来、
キャッシュレス支払いを適用する
ことを検討します。（県のＷＧに参画）
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・これまでの証明書発⾏で支払われたをキャッシュレスを方法別に件数で⾒ると、以下の
推移で、取扱いも徐々に増加傾向となっています。

【市⺠課窓口 キャッシュレス方法（ブランド）別の取扱い件数】
クレジットカード・電子マネー 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 総計
[ApplePay]QUICPay 1 1 2
American Express 3 4 2 8 2 11 5 35
Diners Club 2 2
iD 6 7 7 7 10 20 25 82
JCB 8 1 9 7 7 14 16 62
Mastercard(R) 11 7 1 13 7 10 16 65
QUICPay 6 5 10 18 13 20 16 88
UnionPay(銀聯) 1 1
Visa 19 19 25 21 16 25 29 154
交通系電子マネー 5 6 5 10 13 10 17 66
総計 58 50 59 84 68 114 124 557

QR/バーコード 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 総計
au PAY 3 5 8 9 10 29 23 87
d払い 7 5 17 12 20 25 25 111
PayPay 41 39 35 48 56 77 94 390
WeChat Pay 1 1 2
メルペイ 2 2 4 8 16
総計 51 49 62 72 87 135 150 606

窓⼝で稼働しているキャッシュレス決済の
機器⼀式（但し⼀番下は現⾦ドロア）

※施設予約では窓⼝に来てキャッシュレスで支払うことを「オフライン決済」、
予約時に決済システムとつながりキャッシュレスで即時に支払うことを
「オンライン決済」と呼び、右図は後者について導入を検討する
ことを示しています。
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・市のサービスなどいろいろなご質問に、市のHP
に登場するキャラクターがお答えするしくみ
（AIチャットボット）を開始しました。

・「せとまちナビ」は市の生活・観光情報等
を取得できるスマホアプリ
です。これにもAIチャット
ボットを導入しました。

【庁内各課が回答情報をセット・更新するためのしくみ】

・毎月のチャットボットの実績を確認し回答内容の修正や追加で応答精度の向上を図っています。
【チャットボット応答数の推移 R4年度は月平均約2,100件で推移】

R4応答数（ご参考）
４月︓3,202
５月︓2,098
６月︓2,048
７月︓1,659
８月︓1,825
９月︓1,925
計︓12,757

・ 「せとまちナビ」は現在、市役所が保有するコンピューター（サーバーとも呼びます）上で
動作し利⽤者にサービスをご提供しています。このサーバーが⽼朽化し来年度に更新が

必要なため、次の運用の形としてクラウド（インターネット経由でサーバー
をレンタル）にシステムを移⾏すること等を検討しています。

移⾏︖
クラウド



・次世代デジタルクリエーターの育成として「Seto CG
Kid’sプログラムと同アドバンス」を開催しました。

・教職員向けプログラミング研修を開催しました。
【Seto CG Kid’sアドバンス

受講生募集案内】
【小中学校教職員向けプログラミング研修案内】
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・アプリ「せとまちナビのメニューの⼀つ「せとまちマップ」の
掲載情報は、手動で更新する必要がありましたが、これを
データを投⼊したら⾃動で更新するようにしました。
【アプリ「せとまちナビ」
のメニューの一つ、
せとまちマップ】

最新データ
（更新⽤）

・前年同様、「Seto CG Kid’sプログラムと同アドバンス」や教職員向け
プログラミング研修を開催しています（年間を通じて複数回開催）。

【7/31 Seto CG Kid’sプログラム】

・オープンデータとは国、地方公共団体及び事業者が保有する官⺠のデータのうち、誰もがインター
ネット等を通じて容易入⼿・加⼯・編集・再配布等ができるように公開されたデータのことです。
オープンデータは「推奨データセット」として、政府が推奨するデータ種及び作成上準拠すべきルールや
フォーマット等が最近定めらました。そこで本市が先⾏して市のHPで提供していたオープンデータ

（18種）も、それに推奨フォーマットに適合するようにしています。

【デジタル庁運営のオープン
データの情報ポータルサイト
︓瀬⼾市の情報】



・DRPC*による地域ICTサポーターの
育成を推進しました。

【右︓DRPC ICTサポーター育成講座】
【左︓幡⼭公⺠館 はじめてのスマホ・タブレット講座】

*DRPC︓デジタル・リサーチ・パーク・センターの略称

・「瀬⼾まちの課題解決応援補助⾦」 （まちづくり協働課事業）を活⽤して高齢者のデジタル
デバイド対策を市⺠団体・NPO・⺠間事業者*殿のご協⼒のもと推進中です。

【左︓なごやスマホクラブの開催案内】
*グリーンシティケーブルテレビ

【右︓NPOデジタルライフサポーターズネットによる開催の様子】

・CGK参加者が「バーチャルせと（プロトタ
イプ）」を体験しました。

【アバターで「バーチャルせと」を体験】

・「メタバース」とはインターネット上
の3次元の仮想世界です。
この中に市内の一部を「バーチャル
瀬⼾」として構築し、にぎわいを
創出して観光・商業振興を図ります。

（左図のプロトタイプをさらに進化させて建物
等の質感と精度をアップ）

11/13デジタル祭りでお披露目（以下イベント）
→ボディシェアリングデモ、著名vtuber参加、

バーチャル瀬⼾内ガイドツアーへ⾃宅で参加 20



・オンライン会議開催
アカウント数の充実化
を図るとともに、各課の
会議開催・参加の
サポートを推進しました。

【ZMでマイクが動作不可時の処方】
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【多人数向け配信】

・大人数向け配信機能（Webinar）の導⼊を検討します。・話者追尾ビデオカメラと、高性能
マイク＆
スピーカーを導⼊
し運⽤開始
しました。

【議会ペーパーレス推進】

・直接インターネットと接続するためのWi-Fi（電波接続）
の機器を本庁内に敷設しました。

天井に設置したWi-Fiルーター

・庁外施設にもWi-Fi設備を敷設しました。 接続端末の配布の準備中です。
・本庁内のWi-Fi接続端末（タブレット側PC）を配布しました（計100台）。

この端末の議会資料閲覧システムにより、対応する職員
もペーパレス化を推進しています。

Wi-Fi端末
(Surface)
×100台

（→完了:全26拠点）



×20台

【紙ベースの回覧・決裁(下)をシステム化(上)】
Before

After

端末配布グループ 端末管理No 利用した部署
TW21001 政策推進課 24.00 2%

⾏政課 15.50 1%
シティプロモーション課 22.75 2%

62.25 4%
TW21002 ⾏政課 15.50 1%

15.50 1%
TW21003 ⾏政課 18.50 1%

人事課 20.50 1%
39.00 3%

TW21004 人事課 259.00 18%
⾏政課 15.50 1%

274.50 19%
TW21005 ⾏政課 15.50 1%

産業政策課 35.00 2%
50.50 3%

TW21006 ⾏政課 15.50 1%
15.50 1%

TW21007 ⾏政課 15.50 1%
15.50 1%

TW21008 ⾏政課 15.50 1%
環境課 12.00 1%
こども未来課 56.75 4%

84.25 6%
TW21009 市⺠課 449.00 31%

449.00 31%
TW21010 0.00 0%

※修理（5/11 〜31 ） 0.00 0%
TW21011 ワクチン本部 1344.00 92%

1344.00 92%

4月 5月

2.22

0.04

0.04

0.14

1.34

0.10

1.02

0.35

0.25

2.01

1.26

通信量GB
利用率

（占有時間／全期
間の時間）28 29 30 31

占有時間
（予約時間）2 3 24 25 26 2719 2 0 2 1 2 213 14 15 16 1710 11 123 4 5 6 7 18221 22 23 23 25 8 927 28

健康福祉部

6 7 8

⾏政管理部・危機管
理課・会計課・議事
課・⾏政委員会事務
局

経営戦略部・まちづくり
協働課・シティプロモー
ション課

地域振興部

1 2 3 4 5

市⺠生活部

9 10 16 17 1 8 1 9 2 011 12 13 14 15 26 29 30 1

順
位
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・配備したテレワーク端末
の過不⾜の確認のため、
20台の4〜5月の利⽤
状況を⾒ると平均で約
14%の予約率*でした。

【各テレワーク専用端末の予約時間（色帯）】

*全20台の予約時間(h)合計︓4,058h
24h×61日(2ヵ月)×20台︓29,280h

・「ファイリングシステム」はBSフォルダ*で
既存の紙⽂書を分類し情報の検索性と
組織内の共有度合いを
大幅に改善できるしくみです。
⼀部の課で試⾏しました。
【これまでの⽂書管理】

再分類

＊

*AKF（⾏政ナレッジファイリング）に向けて
開発されたフォルダ様式で、収納時は既存の
文書保管庫などの棚に⽴てておき引き出して
使う全く新しいコンセプトのフォルダ。
全国の多くの⾃治体が導⼊し大きな効果を
発揮している。

【ファイリングシステム】

・テレワーク専用端末を
20台配備しました。

・情報の秘匿性を担保する
ためインターネットを介さ
ない閉ざされた
専⽤通信網を
使います。

・「文書管理システム」は
各課内の従来の紙
による回覧や決裁を
電子化する（＝パソ
コン画⾯で⾏う）しくみ
です。
左記ファイリングシステム
の展開と共にＲ４年度中
に全庁で本格運用します。
（各課が移⾏中）この流れを詳細図化したもの→→→ 22



・プロトタイピング（モデル業務への試⾏適⽤）を⾏いました。
【RPAシナリオ構築画面】 【操作の⾃動化（入⼒作業等）】

活用（RPAによる業
務システム画⾯への
⾃動⼊⼒など）

住所︓瀬⼾市追分町8701番地

・（R4年度からの取組み事項）
*OCR・・Optical Character Recognition/Reader
（印刷文字・手書き文字をカメラやスキャナで読み取りコン

ピューターで扱えるデータにすること。最近ではAIにより
読取り精度が以前と⽐較して大きく向上している。）

OCR

・操作学習会を開催します。RPA*を業務へ適⽤する知識の習得
及び実際の業務構築には相応の熟練が必要となります。

*RPA・・Robotic Process Automation
（人間のPC作業をロボットのように⾃動化すること

⼜はそれを実現するソフトウエアツール）
【RPA操作学習会】

・書類スキャナー導⼊し、対象業務へのOCR適⽤の準備をしました。
適用対象業務の流れを洗い出してRPA連携で入⼒⾃動化を
図る等の要件定義・運⽤再設計が今後の課題となります。

【専用スキャナーによる書類の読取り・データ化・活用】

データ化
（CSV）
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・対象部署のワーキンググループによる準備（現・新差異分析）が
今後必要であり、対応してまいります。

【対象事務のシステム（⾚枠）について現⾏と移⾏後の新システムの差異分析を実施】

24

・システム標準化・共通化は、各⾃治体が⾏政のシステムを個々に
導入するこれまでの形から標準化したものを利用する形への変革です。

・システムベンダーへのヒアリング等でこの動向や対応方針を検討しました。

（出典）
地方公共団体情報システムの標準化・共通化に向けた取組
令和4年5月 総務省

【現⾏︓
各⾃治体毎に
システムを導⼊】

【標準化・共通化︓
標準システムを利⽤



最後に︓DXで変わる瀬⼾市
・文書の電子化が進み、どこでも
資料の閲覧や決裁ができる

・より住みたいまち・誇れるまちづくりへ

・より働きやすい職場づくりへ
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昨
年
度
の
ご
説
明
の
頃
に

実
現
し
て
い
た
事
項

昨年度から取組みが
進み実現した事項
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ありがとうございました


